
Ⅰ．はじめに

　スギ，ヒノキ人工林の一斉林施業における林地崩壊などの林地

保全への影響及び種多様性保全への影響が懸念されて久しい。九

州地方では，針葉樹とくにスギ人工林の造林が盛んであるが，除

間伐などの手入れ不足の森林が多く，適正な管理が行われていな

いところが多く見られる。当演習林のヒノキ壮齢林においても同

様で，それによる生産力の低下や品質の低下，また下層植生の種，

量が乏しいことから林地保全への影響も懸念されている。こうし

た森林について，公益的機能を重視した森林の施業指針の確立が

求められている。

　保育作業の一環として行う間伐は，生産性と保全機能の向上を

目的とするが，種多様性および保全機能を重視したい林分では，

針広混交林などへ林種転換するため，間伐方法も検討しなくては

ならない。今回行った列状間伐は通常の間伐に比べて収入が期待

できることや，作業が容易であるなどのメリットが考えられる。

また，ある程度まとまった光の導入も期待できることから，下層

植生が生育する環境が改善されるため，混交林や複層林造成も考

えられ，種多様性を高める効果も期待できる（溝上ほか，２００２）。

列状間伐後，森林の多様性を有する複層林を造成するためには，

その後の下層植生の遷移についても把握する必要がある。

　そこで本研究では８４年生ヒノキ林を対象に，３m幅（面積率

３０％）の列状間伐を行い，その後侵入する広葉樹などの下層植生

の遷移を間伐前および間伐後１年と５年経過した調査地で比較調

査し，列状間伐が下層植生の回復および種組成に与える影響を調

査した。なお，間伐１年後については報告をしているので（村本

ほか，２０００），今回は５年後の結果について報告する。

Ⅱ．調査地および調査方法

　調査林分は宮崎大学田野フィールド１３林班ろ１小班の８４年生ヒ

ノキ林である。地形は北西および南東斜面に位置し，傾斜角３０度

前後の林分である。標高は１５０m～２００mで，地質は四万十層群上

部の砂岩頁岩細互層，頁岩一粘板岩層である。土壌は礫層および

粘土層のBC型である。間伐は１９９８年１１月に行い，３m幅を間伐し，

７m幅を無間伐とする交互の列状間伐を行った。間伐した列を

伐採帯，残存する列を保残帯とした。間伐前の立木密度は８４２本

／ ha，平均胸高直径２４．９cm，平均樹高は１９．１mであった。作業

履歴は若齢期に間伐が実施されたと思われるが，その後は殆ど放

置され，手入れ不足で本数密度は高かった。植生を調査するプ

ロットを北西斜面の斜面上部，中部，下部と，南東斜面の斜面上

部と下部に，３m×３mの方形プロットを伐採帯に４カ所と保残

帯に４カ所の計８カ所をそれぞれの斜面位置に設定した（図－

１）。同林分は間伐作業のための下払いが伐採の前年に実施され

た。刈り払い後の間伐前（１９９８年１０月）と間伐１年後（１９９９年９

月）および５年後（２００３年１０月）に下層植生の被度と種数の調査

を行った。間伐５年後の調査では侵入した樹種毎の最高樹高も測

定した。光環境の調査は間伐前と間伐直後に各プロットの中央で

全天空写真を撮影し評価した。５年後は下層植生の繁茂により測

定は行わなかった。

Ⅲ．結果と考察

１．　間伐直後の林床の光環境

　間伐直後の光環境の平均値を図－２に示す。間伐前の開空度は
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１１．２％，GLI（Canham，１９８８）は１６．５％であった。間伐後の伐採

帯の開空度は１８．４％，GLI は３０．２％で保残帯の開空度は１７．７％，

GLI は２９．６％であり，伐採帯の方がやや高い値になったが，伐採

帯と保残帯の間に有意差は認められなかった。また，間伐後の斜

面方位別の伐採帯と保残帯を合わせた平均値は北西斜面の開空度

が１６．９％，GLI は２８．２％，南東斜面の開空度が１９．８％，GLI は

３２．５％であった。t検定による斜面方位別の開空度，GLI の比較

では，南東斜面が北西斜面に比べ有意に高かった（P＜０．０５）。

このことから，今回の間伐による光環境の改善は，伐採帯，保残

帯に関係なく同様に改善されていると考えられる。また，間伐す

ることで南東斜面はより光を受けやすくなったと言える。図－３

に間伐後の斜面位置別の光環境の平均値を示す。両斜面とも尾根

に近い斜面上部の方が高くなっていた。とくにGLI では t検定の

結果，南東斜面上部が他の位置に比べ有意に高かった（P＜

０．０５）。これらは尾根に搬出のための作業道が開設されたこと，

南東斜面は光が入りやすくなったこと，斜面下部の方は対向斜面

の影響を受けるため尾根に比べ低い値になったことなどによると

考えられる。

２．伐採帯，保残帯の下層植生

　図－４に伐採帯，保残帯の間伐前後の下層植生の遷移を示した。

間伐前はプロット平均で被度１５％，種数１１種類と植生が乏しく，

その中でアリドオシやイズセンリョウ，シダ類など耐陰性のある

樹種が多かった。間伐１年後は伐採帯，保残帯ともに被度３５％，

種数２８種程度となり，大幅に増加していた。とくに被度では，ア

カメガシワ，カラスザンショウなど皆伐地に繁殖する先駆種の高

木，およびつる植物，多年生草本の増加が顕著であった。トラク

ター集材機による間伐木の搬出時に伐採帯で消失の大きかったシ

ダ類はあまり回復していなかった。５年後の伐採帯のプロット平

均の被度は約９３％，種数は約３１種類が発現し，保残帯のプロット

平均の被度は約９３％，種数は約２８種類が認められた。伐採帯のシ

ダ類もかなり回復しており，被度，種数とも伐採帯と保残帯との

間に有意差は認められなかった。間伐１年後と５年後を比較する

と，種数では低木がやや増加し，多年生草本が減少して種組成も
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図－１．プロット位置図

図－４．間伐前後の伐採帯，保残帯別の被度と種数

図－２．間伐前後の林床の光環境の平均値
　　　　　縦棒線は標準偏差を示す

図－３．間伐後の斜面位置別の光環境の平均値
　　　　　縦棒線は標準偏差を示す



変化した。増加した種はツブラシイ，イズセンリョウ，タブノキ，

フユイチゴ，イヌビワ等であり，減少した種はアカメガシワ，ネ

ムノキ等の高木とスミレ，ヤクシソウ，カンアオイ等の多年生草

本が多かった。これは間伐による林床植生変化のように（田内，

１９９１），成長の早い樹種の優占率の増加により，劣勢木が自然枯

死し，淘汰されたためと考えられる。またその一方で，その下の

耐陰性の樹種が発生してきたためと考えられる。また，伐採帯，

保残帯別の下層植生の最高樹高の平均値および標準偏差を比較す

ると，伐採帯３８８cm±９２cm，保残帯３５２cm±１０３cmで有意差は

認められなかった。樹高が高かった樹種はカラスザンショウ，ツ

ブラジイ，コバンモチなどであり，伐採帯と保残帯の間の樹種の

違いは見られなかった。

３．斜面方位別の下層植生

　図－５に斜面方位別の間伐５年後の下層植生状況を示した。北

西斜面，南東斜面ともに９０％以上の被度があったが，その構成種

は異なっていた。被度を生育形別に見ると，北西斜面は南東斜面

に比べ，シダ類が多く，多年生草本，つる植物，低木は有意に少

なかった（P＜０．０５）。種数には違いは認められなかった。これ

は，北西斜面の方がシダ類の繁茂により，シダの高さ約１m以

下の植生は被度が低下し，それ以上の高木などが繁茂したものと

考えられる。図－６に斜面位置別の被度と種数を示した。被度は

南東斜面下部で他の位置と比較して低く（P＜０．０５），つる植物

や多年生草本の割合が他の位置に比べ高かった。種数は南東斜面

下部と北西斜面下部で有意差が認められた（P＜０．０５）。また，

斜面方位別の最高樹高の平均値および標準偏差は，北西斜面

３２５cm±７６cm，南東斜面４５０cm±８２cmで，両斜面には１m以上

の差があり南東斜面が有意に高かった（P＜０．０５）。さらに，斜

面位置別の最高樹高の平均値を図－７に示した。南東斜面は上部，

下部に関係なく樹高が高く，北西斜面も斜面位置での違いは見ら

れなかった。つまり，南東斜面下部で被度がやや低かったことや

種数が少なかったことは，たまたま最高樹高の個体の樹冠が大き

かったため，その個体に被圧されることにより，その他の高木の

種類が少なくなったものと考えられる。また，南東斜面で樹高が

高くなったのは，図－８に示すように各プロットにおけるGLIと

樹高の間には相関が認められたことから（P＜０．０５），１つの要因

として光環境の影響が考えられる。

４．有用樹および種多様性の保存

　下層植生の種組成をみると，ツブラジイ，タブノキ，カシ類な

どを中心とした当地域に分布する一般的な常緑広葉樹林の構成を

していた。将来，有用樹となるバクチノキ，ハマセンダン，イイ

ギリ，クスノキ，ウラジロガシなどの大径の高木が侵入しており，

人工的に管理することで生産性と保全機能の高い林分への誘導が

可能と推察される。また，種多様性から見ると，この調査では木

61

九州森林研究　No．５８　２００５．３

図－５．斜面方位別の被度と種数 図－８．GLI と樹高の関係

図－７．斜面位置別の最高樹高の平均値
　　　　　縦棒線は標準偏差を示す

図－６．斜面位置別の被度と種数



本類８９種，つる類２９種が発現し，間伐前のそれぞれ４０種，１１種に

比べて種の豊富さが確認された。したがってヒノキ上層木を主体

として施業しながら，多様な植生群を同時に維持することができ

ると考えられる。

Ⅳ．まとめ

　列状間伐林における下層植生は十分な光環境の改善によって種

多様性が向上し，伐採帯，保残帯に関係なく植生が繁茂した。そ

れは今回の３m幅の伐採帯，３０％の間伐率としたため，７m幅の

保残帯でも十分に光が入り，両帯に違いが見られなかったと考え

られる。また，斜面方位別では光環境の改善率が大きかった南東

斜面の樹高が高かった。したがって，伐採幅を広くすることによ

り，光環境がより改善されれば，有用広葉樹の侵入と育成が期待

できると考えられる。下層植生の種組成は，有用樹といわれる高

木性の樹種も多数混入していたことから，種多様性の維持の面か

らも有効であると考えられる。今後の課題として，長伐期施業の

ための生産性や保全機能を考慮した森林の育成のためには，列状

（帯状）間伐の間伐幅を検討し，侵入する広葉樹を人工的に管理

することが重要であろう。また，普通の間伐との定量的な差異の

把握も必要であると考える。
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